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pasabab nadapatb dapdaumrand dagaatsdaum rk batkt badasand batar
離れた領土以外は遠くない国だった。広い家を囲んで、遠い家を纏めた。
周りは後には行かず傍の争いが多くの土地にあった。

pdasaatb fatdas qattdak aattb bqttb k dar nadaqttar kaid kazi
僅かな出入で人を加え、遠くない出入は強さを減らさず国を加え、
後に農地や支配されていない農地となった。後の手入れは後に可能となった。

kand batdazi battb qttdak daum aattdar aab bab faadasb daqttdazi
たとえ良い仕事で変化しても、強さが少ない家は農地を取られるだけだった。
領土はフアアダ国だが、統治されるのが仕事だった。

faadak dafttb kand daqtttb
良くて固い貧しい国はしかしながら支配された国であった。

faatdasb pataum nadaad aatdaum aadak daumdaumk sbaaataum batdaum nadasar
フアアトダ国は希望が離れ、小さく無い土地に家を作った。
幾らか強い家が次々とでき、後に希望を達成し良い家は小さく無いボスだった。

kaum batdaum batb nadaqttb nadaqtdaum aatdasb k bqttdaum sar aadasb b
領地は多くの家で変化し、自立国自立家として成長し後に、
新しい家のボスは他の国の人であった。

batb k battbum batdaum batdasb fdaum batdafab dafttb aadasar aadaz
変化した後、豊かでなく移り、多くの家が悪く成長した。
豊かな家に悪い小さな遠い人が入り、貧国は他のボス受け入れた。

fttdak bqtdasb nadaqaab dafttdaum said
地元が強いナクトダ国は自立的でなく、若い家に長老がいた。


